
【講演】
演題「人生の最期まで、その人らしい生活を支えるために

～地域包括ケアで支える
在宅医療と在宅介護の支援者ができること～」

講師 医療法人社団悠翔会 理事長・診療部長 佐々木 淳 氏

【参加費】 無料 （ただし通信費は個人負担）

【申し込み】下記URLまたはQRコードから各自申し込んでください。
申込期限 ８月５日（金）

【当日のアクセス先と資料について】
お申込みいただいたメールアドレスに、８月10日頃に配信します。

≪講師プロフィール≫

1998年筑波大学医学専門学群卒業。社会福祉法人三井記念病院内科/消化器内科、
東京大学医学部附属病院消化器内科等を経て、2006年に最初の在宅療養支援診療
所「MRCビルクリニック」を開設。2008年 医療法人社団悠翔会に法人化、理事
長就任。2021年 内閣府・規制改革推進会議・専門委員。

首都圏ならびに沖縄県（南風原町）に全18クリニックを展開。約6,000名の在宅
患者さんへ24時間対応の在宅総合診療を行っている。

主催 長野県 長野県医師会 長野県在宅医療推進連絡協議会

＜お問い合わせ＞（平日8:30～17:15）
長野県健康福祉部医療政策課 担当 竹内
直通電話 026-235-7131

https://forms.gle/zWsSxcjEnz5yQs6V9

団塊の世代が75歳を迎える2025年。更に団塊ジュニアが65歳の高齢者となる2040年。
本格的な超高齢社会を迎えるにあたり、在宅医療と在宅介護の担う役割は大きくなります。
「最期まで住み慣れた地域で暮らしたい」その願いをかなえるため、専門職として何ができる
のか。
新たな感染症が命を脅かす時代。高齢者の最期にどう寄り添えるか。多くの納得を見届けるた
めに。地域包括ケアの締めくくりである看取り… あなたに、あなただから出来ることは…


